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子 ど もの 発 達 と教 育 的 作 用(1)※
数概念の形成と教授作用 との接点
井 上 俊 夫 杉 田 千鶴子
○ 研 究 の 主 旨
教育実践の良否は,子 どもの将来 を決定す るとも考えられ,し たがって,将






それゆえに,発 達の法則性を正 しく把握し,さ らに発達 を促進 させ るよ う
に,教 育の内容と方法とを整えることが,特 に幼児期から児童期にかけての教
育実践 を展開す るための第一の条件と考 えられる。
近年,発 達 と教育 との関連 の必要性が,教 育心理学の領域の中で論議 される
ようになった。まずは1.iめに,発 達が教育にどのようにかかわっているかを述
べよう。
人間はその一生 を通 じて絶 えず変化 し発達 してい くものであるが,こ の発達
の動因,あ るいは条件 とするものはいったい如何なるものであろうか。 また両
者はどのような関係 をなしているのだろうか。








② それとも,主 体が相互作用 を営む環境の側に重点をおいて見るか。
この2つ が論争点に直接結びつ くものとしている。
これは,主 体内部の成熟によって,い わゆる行動的環境が拡大深化し,こ の
主体ど環境との矛盾が,さ らに主体内部の矛盾 として意識化 されることによっ
て,そ れが発達の動因に転化 しうるのだといえるし,ま た,内 部の成熟が発達
の根拠であり,外 界からの作用は発達の条件であるともいえるだろう。
従来ともすれぼ,環 境からの外的作用(特 に学校教育で)だ けで発達を考え
ていこうとする傾向が見 られたが,こ の研究では 「主体の側の発達を,.
て,外 界 と主体との矛盾を主体内部の矛盾へ転化させる」 という仮 説 の も と
に,発 達 と教育 との相互関係をとらえてみたいと考 える。
学校教育のもつ本質的な意義を考えて見るとき,学 校教育は子どもに対 し,
まさに最大の外的作用を与える場所であり,発 達の決定的な条件 をもつことが
わかる。 しか し,学 校教育はその一面においては,子 どもの内的な成熟を前提
とした営みであり,そ の成熟の限界,心 的発達の特質によって,内 容 ・方法 ・
目的その他あらゆることがらの制約 をうけることになる。そ うしなけ秘 ま,子
どもの行動的環境に対する意識がうすれることになり,し たがって,学 校教育
が発達の条件に有効に作用し得ないことにもなろう。
このような見地にたち,こ の研究 をすすめようとするのであるが,発 達と教
育 どの関連 を求めるためには,多 くの諸条件の解明を必要とし,研 究 も長期に
わたるもとの考えられるため,こ の研究では,前 述 した2つ の項 目にしぼ り研
究をすすめることにする。
まず,(1)の 内容である 「主体の側の発達 を基礎 として」は,Piagetの 仮説
つまり一定の機能の序列が自然に規定 されるどい う考 え方 は,成 熟 という生物
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的な要因の展開と一致 しているものと考えられ,こ の立場 をとれば,数 概念の
形成,あ るいは数教育にとっては,成 熟とい う内的要因がかかわりをもち重要
となると考えられる。




つづまるところ,成 熟とはいえ,経 験 とはいえ,数 概念の形成のためには,
この2つ の要因の交互作用が必要なことは明らかである。
この研究では,就 学前に実施された知能検査 を分析 し,そ れによる知的な発
達 と児童期における数概念の把握 〔認識〕 を調べ,そ れらの関連 を究めること
によって,子 どもの内的要因を求め,そ れを根拠 とLて ,そ れらに基づいて具
体的な指導に必要とする諸条件 を摘出しようとするものである。
次に,② の内容である 「外界 と主体 との矛盾へ転化させる」 ことについて,
子どもの内的成熟の限度に迎合 しているのみでは,子 どもの認識 を伸ばすため
の援助となり得ない ものと考えられる。 したがって,学 習指導には,も う一つ
の面において子どもの成熟に一歩 さきんじて,体 系的に対立環境 を打ち出すこ
との必要性が考えられ,さ らにそれを,子 どもの成熟に一歩 ずつ先行 しなが ら
体系的に対立環境 を作 り,そ れを子どもの内部矛盾へと転化させるような指導
鮎を行なうこどによ
って,子 どもの発達を促進 させ,そ の方向づけを与える機能
を指導にもたせることが重要になると思 う。
これをこの研究で取 りあげる小学入門期(1年 生)と いわれる時期の子 ども
について見 ると,彼 らの多 くは,ま だ幼児的な心性 をもっている。 したが っ
・て・生活に密着 した具体物の操作を通 して遊びの形態をとりながら学習意欲 を
喚起させ,知 識 も習得 されてくる。




これを,指 導事例をあげ,こ の期における指導が もつ意義を明らかにしてお
こう。
扱う題材を 「みずあそび」 ≧しよう。ここで指導する目標を,次 のように考
えて見 る。
(1)任 意の単位で水をはかることによって,量 の大小 ・相等の意味経験をさ
せ,初 歩の量感覚や量概念を養 う。
(2)半 分,半 分の半分などの意味経験 をさせ,割 合を表わすのに分数に関係
のある用語を用いさせる。





(1)については,夏 休みゐ楽 しかった思い出や経験のある 「水あそび」 をさせ
るという場を通 して子どもの興味(学 習意欲)を ひき起 しながら学習に導入 し,
②の内容から,課 題追求の過程に入るが,こ こでは,具 体場面に即した行動的
な認識次元がとられ歩むことになるだろう。(3)については,「 単位」について





え,具 体的場面で行 う行動学習の中で,子 どもたちに習得 させるべ きね らい
を正 しくおさえ,よ り高次な認識次元へと子どもの思考を高めてい くための意
図的作用を用意することが最 も大切なことになる。この意図的作用 を具体的な
場面に返 して見よう。
たとえば,同 量の水を大 きさの異なるいろいろな容器に入れるという操作 を
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子どもの内的成熟,→ それに立脚しながら一歩ずつ先行 した教育 の作用,
一→主体と環境の矛盾 ・内部矛盾への転化
,そ の乗越えを通 して,子 どもの認
識の高 まりという 「発達と教育的作用」 との循環的な相互作用の過程 を基本的
におさえながらすすめることを考えていきたいと考える。
最 後 に,算 数 と い う教 科 が もつ 特 殊 性 を,発 達 との 関係 か ら追 究 した い。
算 数 で は,1年 生 か ら6年 生 まで一 貫 して操 作 の原 型 に相 当 す る もの が,教
材 の基 底 に働 き,し か もそ れ が,直 観 的 な次 元 の ものか ら,し だ い に本 来 の抽
象 性,論 理 性 の形 へ と構 造 的 に 深 ま る過 程 が,他 の教 科 よ りも,よ り明 確 に と
ら え る こ とが で き る と考 え る。
これ らの現 象 は,ピ ア ジ ェ が思 考 の群 性 体 を成 立 せ しめ る条 件 と し て 上 げ
る・合 成 性(Composition),可 逆 性(Reversibilite),連 合 性(Associativit6) ,
一 般 的 同一 操 作 性(Operatio葺identiquegeneralee)な どの 操 作 の原 型 に よ
って支 え られ て い るの で あ る。
も うひ とつ考 え る べ き問 題 と して,算 数 が他 教 科 に比 して論 理 系 統 が強 く見
られ る教 科 で あ る と い う点 で あ る。
子 ど もの思 考 は,前 述 した よ うな ロ ジカ ル な段 階 をふ み なが ら伸 び て い くも
の で は な い とい うこ と で あ る。 算 数科 の 学 習 に か か わ る問 題 と して
,教 科 内 容
の論 理 性 の強 さが 子 ど もの思 考 に抵 抗 を生 じ させ る こ とを考 え
,こ の研 究 の_...
つ の視 点 と も したい と考 え る。
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子どもの発達と教育的作用1
○ この研究 の基本 的 な考 え方
就学前に実施の知能テス トの分析を足かが りとして,就 学前の子どもが もつ
ひとりひとりの独 自の構造や様相をとらえ,そ の独自性をつねに発達 を続けて
いる主体 としての幼児をみつめ,学 校教育に引き継 ぎ,幼 稚園教育の独 自性 と
学校教育への一貫性の閥題 を科学化 しようと考える時,教 育されるべき存在で
あり,発 達 する主体である子どもたちの発達像を心理学的次元にお い て とら
え,「 学令成熟」 または 「就学能力」 という観点か ら見てい くことの必要 を強
く感Uる 。
そこで,学 校教育から要請 されて くる子 どもの発達像を一つの基準として,




だから就学前教育は,そ れを発達的次元から見 た目標 として独 自性の上に立
つ教育計画 を立案しなければならないことになる。 しかし,子 どもの発達は極
めて可塑的であるとともに,独 自な発達法則による必然性 をもつ ものであるか
ら,就 学前教育においてもおのずと可能性の限界や条件が生 じて くる と考 え
る。
こうした意味において,就 学前教育と学校教育との一貫性の基準 とするもの
はダイナ ミックであ り,流 動的であるといえる。だから両者の接点は,教 育体
系(直 接には学校教育なる)か らの要請であるとともに,子 どもの発達からの
ものであるといえる。
この研究では,幼 小教育の一貫性を考慮 しながら,幼 児の知能を分析し,そ
れをもとに,数 量や図形の概念形成につながる教材化をはかろうとする基礎的
資料 を得 ようとする方向と,小 学校入門期(1年 生の4月 から7月)に おける
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数量や図形の教育作用をとおして得た諸データを主に,子 どもが外界 との相互







研究調査は,2つ に区分 し,第1調 査では,公 立幼稚園が就学前に実施 した
知能検査の分析 を行なうこととし,第2調 査では,公 立小学1年 生児童を対象










就学時の健康診断(学 校保健法施行規定第1条 第14号 の規定による)の 実施
時に,園 内各保育室で行なわれたものである。
O第2調 査
●期 間,昭 和51年4月 から7月
,・
子どもの発達ど教育的作用1
●実施校と調査対象数,公 立小学校(大 規模校,児 童数1476名)
1年 生児童名,(男84名,女113名)
・環 境,都 市近郊農村,独 立校
・実施 内容と方法
実施校における教育課程,(算 数科教育1年 生用 「数と計算」の領域)の
教科 内容から7単 元を抽出し作問する。
問題は2種 類とし,問 題(1):問 題数6,問 題(2):問 題数4,と して作成。
調査方法は,事 前,事 後,保 持の3つ に区分 し,事 前調査は,教 材内容の
指導前に,事 後調査は,教 材内容の指導直後に,保 持調査は,教 材内容の
指導 した後1か 月を経てから実施 し,教 材内容の指導にあたっては,集 団
学習(一 斉指導)に よるものとし,指 導方法には条件 をつけないこととし
た。
指導に用いる対象物(教 具)は,具 体物,さ し絵,絵 カー ド,数 図等を
用いることどする。
○ 指導要領に示す内容と教育課程に示す内容
指導要領 第2章 第3節 算数 において,各 学年の目標およ び 内容 の
「数 と計算」領域において,次 の項目と内容 を示している。
1年 生
A数 と計算
(1)も のを数えたり,数 を用いて表わ した りすることが正 しくできるよう
にするとともに,数 の概念について理解 させる
ア.数 詞を正 しく唱えること
イ.数 を正 しくよんだりかいた りすること
ウ.個 数や順番 を1対1の 対応をもとにして数えること。また,い くつ
かずつにまとめて数えること
エ.数 の大小および順序について知 り,数 の系列を作ったり,数 直線の
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上に表わしたりすること
オ.一 つの数を,ほ かの数の和や差 としてみるなど,ほ かの数 と関係づ
けてみること
カ.2位 数の表わし方についてその意味 を知ること
(2)数 について加法,減 法ができるこどを理解させ,簡 単な場合について
それを用いることができるようにする
ア.加 法,減 法が用いられる場合 を知 ること
イ.1位 数 ど1位 数の加法およびその逆の減法が確実にできること
ウ.簡 単な場合について,2位 数についても加法や減法ができることを
知 ること
(3)も のの集まりについて,ま とめて数えたり等分 したり,ま た,そ れら
を整理して表わした りするなど,乗 法や除法などに発展する基礎的なこ
とを理解 させる




ものの集合 をとらえたり,集 合の条件や観点 を明らかに意認させる


















(1)具 体物による数の構成の理解。(10ま での合成 ・分解)
(2)半 具体物による数の構成の理解。(10ま での合成 ・分解)
単元,5
(1)20ま での数の唱え方,数 え方の理解
(2)20ま での具体物について,10の まとまりとい くつa・ う数のとらえ方
(3)20ま での数字の読み方,書 き方の理解
単元,6
(1)合 併,増 加の場合について,加 法の意味理解
(2)1位 数+1位 数の加法で和が10以 内の計算のしかたの理解
(3)「 たす」 「たしだん」 「けいさん」 「+」 「=」 などの用語,記 号の理
解
単元,7
1減 少(求残),求 差の場合について,減 法の意味理解
(2)1位 数一1位 数の減法の計算のしかたの理解






。2つ の集合の要素を1対1に 対応 させることの意味理解
。 「数が同じ」 「数が多い」 「数が少ない」などの意味理解




。5ま で,10ま での具体物について,い ろいろな観点で集合 をとらえ,そ の






。具体物,半 具体物(数 図)に よる,10ま での数の合成,分 解と数の構成の
理解
調 査 問題1聞 題6内 容(問 題 数,32)
(1)た ん ぽ ぽ の なか ま を せ ん で か こみ ま し ょ う。 ち ゅ う りっぷ の くろ
い な か ま を せ ん で か こみ ま し ょ う。(具 体 的 な集 合 を見 つ け る)
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{2)じ よ うよ うしや の なか ま を せ ん でか こみ ま し ょ う。(質 的 な条 件 や
観 点 に応 じて集 合 を見 つ け る)
と ら っ くの なか ま を せ ん で か こみ ま し ょ う。
(3)で ひ とつ ず つ つ な ぎ ま しょ う。 お お きい ほ うに ○ を つ け
ま し ょ う。(2つ の集 合 の要 素 の数 の 相 等,相 違 い の判 断)
・層 卩
お お い ほ うの 匚 コ の なか に ○ を つ け ま しょ う。
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(4)か 一 どの か ず だ け お は じき に い ろ をぬ りま し ょ う。
え のか ず と お なUお お き さの す う じ を ○ で か こ み ま しょ う。
か一どの かずだけ ○に いろをぬりましょう。




(5)お お きいほ うの す う じに ○ をつ け ま しょ う。
い くつ あ るか す う じで[:コ の な か に か き ま しょ う。
か 一 ど の す う じと お な1.iかず の え に ○ を つ け ま し ょ う。
(1対1の 対 応 づ け に よ って,2つ の集 合 の要 素 の数 の 「ちが い が い く つ
か」 を見 つ け る)
お お き い ほ うの す う じを ○ で か こみ ま し ょ う。
一55一
(6)匚 コ の な か に,ち よ うど よい す う じをか きま しょ う。
(1か ら10ま で の集 合 数 と順 序 数 を統 一 的 に理 解)
こ び と は,こ ぼ た を ど こへ もっ て い けば よい で しょ うか。 に
す う じ をか き ま し ょ う。(数 系 列 に お け る20ま で の 数 の位 置)
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調 査 問題2,問 題4
内容(聞 題 数,26)
(1)あ わ せ る と い くつ に な る で しょ う。
わけると い くつになるでしょう。
(具体物による数の合成 と数の構成)
(2)匚 コ は いくつでしょう。
(半具体物による数の合成 と数の構成)
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くむ あわせた かずを すうじでかきましょあ
わ け た か ず を す う じで か き ま し ょ う。
くユむまで の 　 の 　　 ヲ　 　 を とお してヲ 　 のギ　　 を　 む
子 どもの発達 と教育 的作用1
(4)す う じの じゅ ん に せ ん で つ な ぎま し ょ う。
(数系 列 に お け る10ま での 数 の 位置,順 序)
○ 調査結果の分析
すでに述べてきたように,発 達過程に対 して教授作用が大きな役割を果たす
ことは云 うまでもないが,こ どもの発達過程と算数教育との相互関 連 を と ら
え,そ れ らの結果を教授過程に適用 させようとするとき,そ こに包摂される問
題の多様性を考慮 していかねばならない。
今回は前述の二つの調査結果の分析 を通 して知的発達特性と,教 育過程で現
実に適用 された具体的な教科内容の理解度 とを関連づけることにより,数 概念
の形成に要する諸要因と知的特性の関係 をみようとした。従来,数 概念の形成
過程として,群 の認識,系 列把握 などがあげられている。われわれの第二調査
の内容が,こ れらの形成条件を充分に満たしているどは云い難いが,こ の調査
内容を算数教科の中で扱われている範囲での,数 概念の形成要因とみなすごど
















問題1～6で は男女児の多 くが正解 している。聞題1～4は 個人の識別,身
体部分などにかかわるものであり,問 題5は6ま での数がかぞえられるか否か





ほとんどである。問題14～16の 絵の配列では不正解者が男女児共に増 え て い
て,特 に起床から学校に出かけるまでの時問系列が理解できない者が男女児共
正解者数の倍近 くになっている。問題17～20の 図形の完成閊題では女児の方が
総Uて 成積がよい。凹型図形の完成問題20が かなり難問であるらしく,特 に男
児では不正解者数が正解者数 を上まわっている。数の問題21,22で9匹 の トン
・1
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表1知 能 検 査 の 内 容







自分の身体 の部分が云 えるか 口
〃 耳
概 念
























絵の選択(雨 の 日に使 うものは?)
〃(冬 の寒い時に使 うものほ?)
〃(ご 飯 を食べるときに使 うものは?)




絵の時間的配列(踏 切 をわた る)
〃(洗 濯)





数(9つ の とん ぼ)















































点について妥当な原因として考えられることは,ト ンボの1匹1匹 が くっつい
て配列されていることによる(検 査の印刷ミスであろうと予想される)。 例外
の指摘(23～25)で は,室 内の照明,昆 虫などの概念が理解できないと正答の
得 られに くい問題で,総 じて正解者は少 く,特 に男児の通過率が低い。図形再




前述の算数問題は指導要領 と対応 させて作成 したが,特 にその課題解決に要
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す る操 作 能 力(同 種 類 の グル ー ピ ング,大 小 関 係,多 少 関 係,1対1対 応,数
字 の 大 小,数 の配 列 な ど を通 して 数概 念 が形 成 され る過 程 を予 想 した),抽 象
化 過 程 に 注 意 を払 い 閥 題設 定 を行 った 。 そ の結 果 は表31こ 示 され る。
問題1,2の 花 の グル ー ピ ング は 同 じ場 所 に 同種 類 の花 が か た ま って い るに
もか か わ ら ず,タ ン ポ ポの グル ー ピ ン グが で きな い者 が17人(男 児),22人(女
児)も 出 た。 これ は タ ン ポ ポ を知 らな い 子 ど もが 多 い か らで あ ろ うか.
問 題3,4の 「じよ うよ う しや」 「トラ ック」 の グル ー ピ ン グ で は,異 種 の
車 が混Uっ て い て,そ の 中 に散 在 して い る乗 用 車 や トラ ックの::を 集 りと し
て枠 づ け て い く工 夫 が い る。 した が って課 題 と して 少 々難 問 で あ る ら し く正 答
率 は低 い.
問 題5,7,9,の 対 応 関 係(で ひ とつ ず つ つ な ぐ)で は,旗,ト ンボ
とお た ま じ ゃ くしの対 応 の通 過 率 は比 較 的 低 い.
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問 題6,8,10の 「数 の多 少」 で はほ とん ど全 員 が正 解 してい る.
問 題11,12の5以 上 の 数 の 大 小 で は誤 答者 が や や増 え始 め てい る.
問 題13,14の 「数 字 ど数 図」 の対 応 は ほ とん ど正 解
問 題15,16の 「絵 と数 字」 の対 応 もほ と ん ど正 解.
問 題17,18の 「数字(5～10ま で の数)と 数 図」 の対 応 もほ とん ど 全 員 正
解.
問 題19,20,21の 「数 字 の大 小 」 もほ と ん ど全 員 正 解.
問題22,24,25の 「絵 を数 字 で表 現 す る」 で はほ とん ど全 員 正 解.
問題26の 「数 字 と同 数 の絵 の選 択」 もほ とん ど全 員 正 解.
問題27,28の 「数 字 と同 数 の数 図 の記 され て い る二 枚 の カ ー ドの大 小 比 較」
に つ い て もほ とん ど全員 正 解.
問 題29,30,31,32の 順 序 数 の うち,問 題30で は序 数 が 右 か ら小 一 → 大 へ と




列 されていると,正 解で きない者(問 題3,4)が でてくることや,順 序数を
右から配列するとできない者(問 題30)が やや多 く出てくるのは,数 概念が充
分成熟 した形で形成されていないことの現われと思われる。
問題3,4に ついては,単 にことば(単 位)を 知っているか否かの闘題では
なく,「 まる」で囲むという操作上の問題が含まれて くる。すでに同種の対象
物 をまとめて呈示されている場合のグルーピングと,散 在 しているものの集 ま
りとしてまるで囲んでい く場合 とでは,我 々からみれば同 じ行為 にみえるが,
こどもにとってはおか しなまるができて くるこどや,そ れでもこの行為で課題
解決 をおこなうしか回答の方法はないとい う明確な決定意識が作用 しないなど




と,「形は異 るが機能的には同 じ類に入れられるjiよ うようしや」 などの概念)
とでは,課 題状況の困難度には違いがあるといえよう。
知能検査と算数問題1の 関係分析:
先に述べたように算数閥題1の 作成にあたっては 「指導要領に もられている
い くつかの基本概念を把握させることによって数概念が形成 されていく過程に
特に焦点 を置 き,一その間に作用する課題解決に必要な要因を考慮 した」 ため,
児童にとっては比較的容易に解決できる問題が出題されたといえよう。したが
って算数テス トは,そ れに関連 した単元の学習効果を調べることが目的であっ
ても,多 くの児童にとっては,既 に形成されていた能力でもって問題の解決に
対処することは,か なりの程度可能であったと考えられる。換言するなら,か
なり高い知能水準 をもっていないど解決 しにくいとい うような問題ではなく,
むしろ就 学直前施行の知能検査の方が,そ の施行時の児童にとっては困難 な問
題が多 くあったといえよう。ここで,知 能検査と算数閥題の関連について触れ
る前に,'2月 に知能検査を受検 し,就 学後一定の学習過程 を経た後の7月 に算
数テス トを受けた児童にとって,こ れら両検査問の相関が何 を意味するか考え
てお く必要があろう。少 くども次のことはいえる。つまり,も し両検査問に相
関関係が得られたとしたら,知 能検査で測られた知的水準の影響の下に算数の
学習効果は成立していると考えられよう。相関関係が得 られなかっ た場 合 に
は,知 能検査にかかわりなく学習効果を考 えることができよう。 ある種の知能
検査問題に通過していても,通 過していなくて も,あ る児童は算数 問 題 が で
き,あ る児童はできなかったとい う結果が明らかにされてくる。少 くとも相関
関係の得 られなかった算数問題の合 ・否は,知 能検査問題の通過 ・不通過に何
ら関係をもっていないこと,知 能を基底に置いた上に学習効果がみられたと考
える根拠は一蹴 されなくてはならないこと,な どを意味することになる。相関
関係をとらえるために,知 能検査問題28項 目と算数間題32項 目を合 ・否の二分


















大 小 順 序 数
知能検査 一1234 5678910 12 34 ・56 m 9201 2345 s m 9曜3012
菱形模写5
数6
邑 量 齟 楓































図1知 能検査 と数概 念の相関(φ)
表中の記号・女児{翻 灘 籌)、男児{言驪 韈
入門期の児童に対する数概念の形成について,散 在している同類の対象 を一
群にまとめるという操作の問題のできない児童や,右 から並べて も左から並べ
ても序列の仕方は同じであるという類推のできない児童がかなりい る こ とか
ら,指 導法の問題をもう一工夫することが必要であろう。このような点に入門
期の児童の思考特性が現われたことを知って;興 味深 く,u.Lた次 第 で あ る。
数概念についての心理学的研究は,か なり古 くからなされているが,藤 永 他
(1962)の まとめたものによると,1)群 の認識,2)系 列の把握がその成立の
基礎になっている。我々の調査結果から考えられることは群の認識において,
散在 している同数の対象物 を集めると一つの下位群ができ,さ らにその下位群




集 りとしての 「集合」 を理解 させることは困難なことのように思われる。それ
らの経験の中には比較機能が作用 していることが必要であり,単 に 「1対1対
応」 といっても色や形の同じものの単純 な対応づけをしたり,線 で二つの物 を
機械的に結ぶだけの経験では充分であるとはいえない。たとえぼ外見は同L"で
も重 さを自分の手 にもって比べてみたり,同 種類 と思われる物の中で異質性 を
探 し出させるというような操作経験が大 きな意味をもって くるのではないだろ
うか。算数教育における 「集合」 「集合数」 などの概念の中には認知が構造化
されてい くのに必要 な過程が教科の中で経験できるように意味づけることがで
きるとき,教授作用の効果が高まると考えてよいだろう。2)の 系列の把握につ
いて胴 じことがいえる・角鞳 例で.斷{}晋 固 一 →コ とい
う罷 を団 面 → 剛 固 噸 というように7を マ と書く子
どもがいた。 これは順序数を数えるとき左から順に大きい数へとかぞえること
や,あ るいは一般に数字は左から始まって書かれているのを見て きた子どもに
とって,左 から順序数が序列化 されることもありうるこどを理解 させ る こ と




この1年 次の研究においては,子 どもの内的成熟,そ れに立脚 しながらも一
歩ずつ先行 した教育の働きかけ,主 体 と環境の矛盾 ・内部矛盾への転化,そ の
乗越 えを通 して子どもの認識の高まりという発達 と教授 どの循環的な相互作用
の過程を,就 学前(6才 児)に 実施 された知能検査を分析する中で,数 概念の
形成とい う立場か ら考察 し,そ の実態をとらえることと,そ れに関連 しな が
ら,小 学校の入門期 といわれる時期にある児童に対 して,算 数科の 教 科 内 容
が,そ れぞれの目標にしたがって,教 授作用とのかかわりをもちながらどのよ
うに形成 され概念化 されるかについて求め,児 童の思考や認識の発展過程をみ
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る基本的な条件を生み出すことに努めた。










(1校 は,大 規模校,児 童数1,157名h






い う時期において,具 体的操作の次元で,問 題が提起 された時の反応 と
その指導。
。直観 という次元で,教 授作用 を受けながら,論 理的な操作にどのように
進歩 してい くか。





の3つ の観点から,調 査研究をすすめたいと考える。 以 上
・:
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